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第 2 章では，構成論に役立つと思われる諸定理を紹介し，多変数リアクタンス正 2 端子対網の出力
端を単位抵抗で終端したときの駆動点イミタンスが具備しなければならない条件，正陀の判定条件等
を明らかにするとともに伝送零点と駆動点イミタンスとの関係等について考察している。
第 3 章では，第 4 章で述べる縦続形構成の基礎となる A (B) ー， Brune- , Richards- , Hazony= 
Youla-区間等の縦続区間を求める方法，それを可能にするための条件むよびこれらの区間を分離し
た後の次数の低減条件を明らかにしている。また，一方の変数について 1 次である 2 変数リアクタン
ス正関数の実現問題を考察し，棒状回路の出力端を容量で終端した 1 端子対網や，整数倍の電気長を
もっ単純枝等が分離で、きるための条件を明らかにしている。













(2) 同ーの連立伝送零点をもっ非相反なリアクタンス正 2 端子対網の継続接続は，相反なリアクタン
ス正 2 端子対網に変換されることを明らかにしている。
(3) 2 変数 pl ， P 2 の正実関数が，任意の伝送零点をもっ Pl のリアクタンス 2 端子対網と， P 2 に関し
て無限遠点(原点)または正の実軸上に伝送零点をもっリアクタンス 2 端子対網とから成る抵抗終
端縦続形回路として実現されるための必要充分条件を明らかにしている。
(4) pi(i=1 , 2,…, n) に関して任意の伝送零点をもっ n 変数正実関数が，各 Pi のリアクタンス 2 端
子対網を Pl ， P2,…, pnの順番に並べた抵抗終端縦続形回路として実現されるための必要充分条
件を明らかにしている。
(5) 多変数正実関数が，連立伝送零点をもっ Richards一区間で縦続接続した抵抗終端回路として実
現さねるための必要充分条件を明らかにしている。
以上のように，本論文は回路網理論研究にかなりの成果を上げており，電子・通信工学に寄与する
ところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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